
西
別
川
取
水
計
画
の

顛
末
と
農
漁
業

地水取剛
一
刷

湖

d

周
つ
匂仰の

屈

摩
周
湖
の
麓
に
端
を
発
し
、
根
釧
台
地
の
広
大
な
酪
農
地
借
怖
を

蛇
行
し
な
が
ら
根
室
湾
に
注
h
¥
流
長
七
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
商

別
川
。
ア
イ
ヌ
語
の
「
ヌ
・
ウ
シ
・
ペ
ツ
(
温
泉
・
あ
る
・
と
こ

ろ
)
」
が
西
別
の
諮
.
撤
と
さ
れ
る
。
い
ま
は
水
産
庁
の
サ
ケ
・
マ
ス

し
ぺ
ち
ゃ

卿
化
場
(
標
茶
町
虹
別
)
に
な
っ
て
い
る
場
所
に
清
測
な
湧
き
水

が
噴
出
し
て
い
て
、
そ
れ
が
少
し
温
か
っ
た
こ
と
に
由
来
し
た
地

名
な
の
だ
と
い
う
。

新
緑
の
季
節
を
迎
え
た
五
月
下
旬
、
わ
た
し
は
地
元
の
自
然
保

護
グ
ル
ー
プ
「
パ
ラ
サ
ン
の
会
」
(
高
橋
昭
夫
代
表
)
が
聞
い
た
、

西
別
川
上
流
部
の
探
索
会
に
参
加
し
て
い
た
。

そ
の
僻
化
場
に
近
い
清
流
に
は
、
放
流
し
て
聞
も
な
い
サ
ケ
の

稚
魚
が
真
っ
強
い
群
れ
を
な
し
て
泳
ぎ
、
縁
鮮
や
か
な
パ
イ
カ
モ

(
梅
花
海
)
が
川
面
に
ゆ
れ
る
。
参
加
者
の
一
人
が
小
ぷ
り
の
網
を

入
れ
る
と
、
清
流
に
掛
憎
む
オ
シ
ヨ
ロ
コ
?
や
ニ
ジ
マ
ス
が
か
か
っ

-思竺タ画

濯
川
康
治

舗
市

'
E
T
f

た。
源
流
部
の
国
有
林
に
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
コ
タ
ン
・
コ
ロ
・

カ
ム
イ
(
村
を
司
る
神
)
と
呼
ん
だ
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
生
息
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
北
海
道
で
も
数
少
な
い
豊
か
な
自
然

が
残
さ
れ
た
地
だ
が
、
す
寸
近
〈
で
は
国
有
林
を
草
地
化
す
る
「
国

営
萩
野
地
区
農
地
開
発
事
業
L

の
触
手
が
の
び
る
。
七

0
年
代
、

国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
開
発
さ
れ
た
「
新
酪
農
村
」
な
ど
の
取

水
源
も
ま
た
、
こ
こ
に
あ
る
。

上
流
部
で
は
清
流
を
誇
る
西
別
川
も
、
下
流
に
行
く
に
し
た
が

っ
て
汚
れ
を
増
す
。
豊
か
だ
っ
た
川
の
水
位
も
下
が
っ
て
し
ま
い
、

河
口
近
〈
で
も
飲
む
こ

t
が
で
き
た
、
か
つ
て
の
面
影
は
な
い
、

t
多
く
の
住
民
が
日
を
そ
ろ
え
る
。

こ
こ
数
年
、
汚
染
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
、
西
別
川
の
水
を

延
長
六

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
も
離
れ
た
釧
路
町
ま
で
送
る
、

た
き
か
わ
・
二
う
じ

一
九
五
四
年
北
海
道
生
ま
れ
.
和
光
大

学
人
文
学
部
中
退
。
地
方
紙
記
者
、
齢

操
業
な
E
を
経
て
、
現
在
フ
リ
1
ラ
イ

タ
ー
。
著
書
『
幌
延
l
l核
の
ゴ
ミ
捨

て
場
を
拒
否
す
る
』
{
技
術

t
人
間
三
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新
た
な
取
水
計
画
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
「
ト
リ
ト
ウ
シ
地
区

国
営
農
地
開
発
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
北
海
道
開
発
局
釧
路
開

発
建
設
部
(
以
下
、
釧
路
開
建
と
略
)
と
人
口
約
二
万
一
千
人
の

釧
路
町
が
計
幽
し
て
い
る
も
の
で
、
住
民
の
聞
に
事
業
そ
の
も
の

を
疑
問
視
す
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。

補
助
事
業
を
流
用
し
て
計
商
変
更

釧
路
市
の
中
心
部
か
ら
国
道
を
北
に
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は

E

行
っ
た
、
釧
路
湿
原
の
一
角
仁
「
国
営
農
地
開
発
事
業
岩
保
水
闘

場
」
と
警
か
れ
た
看
板
が
立
つ
。

一
待
は
、
「
釧
路
湿
原
国
立
公
園
」
の
普
通
地
域
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
ラ
ム
サ

l
ル
粂
約
受
録
湿
地
に
隣
接
し
て
い
る
。
闘
場
面

積
は
約
一
七

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
が
、
付
近
に
は
農
家
が
数

件
散
在
す
る
だ
り
。
規
制
が
ゆ
る
や
か
な
た
め
に
牧
草
地
な

E
の

造
成
が
す
す
め
ら
れ
、
湿
原
の
乾
燥
化
に
拍
車
を
か
け
て
き
た
。

長
年
に
わ
た
っ
て
開
墾
の
手
守
加
え
た
も
の
の
、
放
置
さ
れ
た
ま

ま
の
荒
涼
と
し
た
土
地
が
周
闘
に
広
が
っ
て
お
り
、
新
造
成
地
も

同
じ
運
命
を
た

E
る
の
だ
ろ
う
か
:
:
:
。

こ
の
圃
場
を
は
じ
め
と
す
る
草
地
造
成
な
ど
を
行
な
う
一
方
で
、

釧
路
町
内
の
畑
作
・
酪
農
地
帯
の
滋
瓶
用
水
と
、
同
町
の
飲
料
用

水
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
に
、
日
量
二
万
二
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の

水
を
西
別
川
の
上
流
部
か
ら
引
〈
ー
ー
と
い
う
の
が
、
「
ト
リ
ト
ウ

シ
地
区
国
営
農
地
開
発
事
業
」
の
骨
子
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の

よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
き
た
。

両
者
の
利
害
が
合
致
し
て
、
延
々
と
バ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
水
を
引

〈
構
想
へ

t
一
転
し
て
、
対
象
面
積
五
四

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業

費
七
八
億
円
(
完
成
目
標
は
九
八
年
)
の
大
事
業
へ
と
膨
れ
上
が

っ
た
。
が
、
安
易
な
計
画
内
容
が
伝
わ
る
に
つ
れ
て
、
遠
く
離
れ

た
町
の
基
盤
整
備
の
た
め
に
別
の
水
系
に
影
響
が
お
よ
ぶ
こ
と
か

ら
、
流
域
住
民
や
漁
業
・
自
然
保
護
団
体
の
反
発
を
招
い
た
。

広
が
る
環
境
悪
化
を
憂
慮
す
る
声

最
初
は
、
解
化
場
に
近
い
場
所
か
ら
取
水
す
る
計
画
が
練
ら
れ
、

源
流
部
を
抱
え
る
標
茶
町
虹
別
地
区
の
連
合
振
興
会
(
大
浦
忠
雄

会
長
・
二
八

O
戸
)
が
、
い
ち
早
{
反
対
の
声
を
上
げ
た
。

九
二
年
二
月
、
同
振
興
会
は
湧
水
の
み
の
水
源
に
頼
る
取
水
計

画
に
対
す
る
「
反
対
決
意
表
明
書
」
を
町
と
町
議
会
に
提
出
。
地

元
住
民
の
声
を
受
け
て
、
町
議
会
は
昨
年
三
月
、
反
対
請
願
を
採

択
し
て
取
水
計
画
に
対
す
る
態
度
舎
鮮
明
に
し
て
い
る
。

同
振
興
会
の
前
会
長
を
務
め
た
鈴
木
兼
好
さ
ん
(
六
六
)
は
、

昭
和
初
期
、
親
と
一
緒
に
山
形
県
か
ら
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
。

い
ま
は
家
業
の
酪
農
を
息
子
さ
ん
に
譲
り
、
自
宅
の
脇
に
噴
出
す

る
豊
富
な
湧
き
水
を
利
用
し
て
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
(
ニ
ジ
マ
ス
の
一

種
)
の
養
殖
に
情
熱
b
z
傾
け
る
。

「
昔
は
、
こ
の
養
殖
場
の
す
寸
近
く
ま
で
マ
ス
や
ア
キ
ア
ジ
(
サ

ケ
の
こ
と
)
が
上
っ
て
き
た
も
ん
だ
。
西
別
川
は
、
開
拓
当
時
の

貴
重
な
食
糧
の
供
給
械
で
、
我
々
の
小
さ
い
こ
ろ
は
ヤ
マ
ベ
や
ア

メ
マ
ス
が
大
変
な
蛋
白
減
で
し
た
。
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
イ
ト
ウ
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八
六
年
、
釧
路
町
内
の
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
を
目
的
に
同
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
受
益
面
積
四
八

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総
事
業

費
は
一
二
億
円
。
こ
の
と
き
は
飲
料
用
水
の
計
画
は
な
く
、
町
内

を
流
れ
る
オ
ピ
ラ
シ
ケ
川
と
い
う
小
河
川
か
ら
、
営
農
閑
水
を
引

く
だ
り
の
構
想
だ
け
だ
っ
た
。
が
、
八
九
年
春
こ
ろ
に
な
っ
て
突

然
、
計
画
変
更
が
な
さ
れ
る
。

「
全
く
経
過
が
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
い
き
な
り
釧
路
開
建

か
ら
私
た
ち
に
計
画
変
更
の
提
示
が
あ
っ
た
」

釧
路
町
の
あ
る
受
益
農
家
が
こ
う
証
言
す
る
よ
う
に
、
当
事
者

に
は
何
の
相
談
も
な
く
、
「
飲
用
水
の
確
保
」
を
盛
り
込
ん
だ
内
容

へ
t
衣
替
え
し
て
し
ま
う
。

閥
斜
路
測
に
端
を
発
し
て
太
平
洋
に
注
ぐ
釧
路
川
の
水
は
、
す

で
に
釧
路
市
k
釧
路
町
が
上
水
源
に
し
て
い
る
。
が
、
農
業
補
助

事
業
に
相
乗
り
す
る
形
で
釧
路
町
が
選
択
し
た
道
は
、
身
近
な
釧

路
川
で
は
な
く
、
は
る
か
彼
方
の
西
別
川
に
水
源
を
求
め
る
内
容
。

隣
の
釧
路
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
え
つ
づ
け
る
岡

町
に
と
っ
て
、
「
摩
周
の
名
水
」
と
し
て
知
ら
れ
る
西
別
川
源
流
部

の
水
は
魅
力
的
だ
っ
た
し
、
水
需
要
を
満
た
す
に
は
補
助
事
業
の

流
用
が
手
っ
と
り
早
か
っ
た
ら
し
い
。

一
方
の
釧
路
開
建
は
、
「
あ
く
ま
で
地
元
の
要
望
に
基
づ
い
て
計

画
を
変
更
し
た
」
(
農
業
開
発
課
)
と
説
明
す
る
が
、
統
廃
合
リ
ス

ト
に
も
上
が
る
斜
陽
官
庁
に
と
っ
て
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

確
保
で
き
る
。
地
元
の
要
望
。
は
、
願
つ
で
も
な
い
こ
と
だ
っ
た

よ
う
だ
。

も
い
た
。
深
く
て
横
切
れ
な
か
っ
た
川
も
、
い
ま
じ
ゃ
浅
い
所
は

長
靴
で
渡
れ
る
。
水
源
地
の
森
を
伐
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
原
因
の

ひ
と
つ
だ
し
、
わ
た
し
ら
も
反
省
す
る
も
の
が
あ
る
ね
」

と
、
豊
か
だ
っ
た
川
ぞ
い
と
お
し
む
。
こ
の
一
帯
は
、
昭
和
初

期
の
大
凶
作
を
契
機
に
乳
牛
を
導
入
し
て
有
畜
経
営
へ
の
転
換
が

始
ま
り
、
い
ま
で
は
日
本
有
数
の
酪
農
地
帯
に
成
長
し
た
。
森
林

や
川
の
水
量
が
減
っ
た
の
は
、
そ
の
負
の
遺
産
で
も
あ
る
。

会
長
時
代
に
新
聞
記
事
で
取
水
計
画
を
知
り
、
住
民
の
意
見
を

募
っ
て
反
対
の
声
を
上
げ
た
。
二

0
年
間
に
わ
た
る
町
議
経
験
も

あ
る
が
、
農
業
補
助
事
業
を
使
っ
て
大
が
か
り
な
上
水
の
確
保
を

行
な
う
話
は
耳
に
し
た
，
』

と
が
な
く
、
「
農
業
予
算
金

他
の
事
業
に
安
易
に
使
う

べ
き
で
は
な
い
」
と
訴
え

'
q
。九
O
年
に
別
海
町
内
の

ば
ら
さ
ん
と
う

茨
散
沼
に
リ
ゾ
ー
ト
計
画

が
持
ち
上
が
っ
た
の
を
契

機
に
発
足
し
た
「
パ
ラ
サ

ン
の
会
」
も
、
早
い
段
階

か
ら
異
議
守
唱
え
て
い
る
。

農
業
を
中
心
に
し
た
地
域

振
興
の
あ
り
方
、
自
然
探

勝
、
環
境
保
護
を
三
本
柱
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に
活
動
す
る
な
か
で
取
水
問
題
に
直
面
し
、
計
画
の
中
止
を
求
め

て
き
た
。

昨
年
八
月
、
同
会
は
次
の
よ
う
な
梨
望
書
?
乞
釧
路
町
や
釧
路
開

建
に
提
出
し
た
。

①
農
業
問
水
は
オ
ピ
ラ
シ
ケ
川
の
水
量
で
十
分
確
保
さ
れ
、
上

水
は
釧
路
市
か
ら
の
分
水
、
て
可
能
。
釧
路
町
は
国
立
公
園
の
規
制

な
ど
を
桜
山
に
釧
路
川
か
ら
の
取
水
に
難
色
を
ポ
す
が
、
環
境
庁

側
は
問
題
筏
し
て
い
な
い
。

②
取
水
に
よ
る
河
川
機
能
の
変
化
な

E
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
一

0
1
一
五
年
単
位
、
て
行
な
う
べ
き
だ
。

③
草
地
造
成
に
よ
っ
て
釧
路
湿
原
を
破
壊
し
、
取
水
で
根
室
の

河
川
環
境
の
磁
化
会
も
た
ら
す
。
農
業
予
算
は
農
民
に
還
元
さ
れ

る
べ
き
だ
。

こ
う
し
た
申
し
入
れ
を
行
な
う
一
方
で
、
関
係
者
へ
の
資
料
送

付
や
チ
ラ
シ
類
の
配
付
な
ど
の
地
道
な
活
動
を
つ
づ
け
て
き
た
こ

と
が
、
流
域
住
民
に
計
幽
の
問
題
点
を
気
づ
か
せ
、
反
対
世
論
を

盛
り
上
げ
る
陰
の
力
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

一
方
、
釧
路
開
建
と
釧
路
町
は
九

O
年
か
ら
、
西
別
川
の
水
利

権
者
で
あ
る
別
海
町
と
別
海
漁
協
、
水
産
庁
サ
ケ
・
マ
ス
僻
化
場

な
ど
と
協
議
会
を
つ
く
り
、
断
続
的
に
協
議
を
重
ね
て
き
た
。
開

発
局
は
昨
年
に
な
っ
て
、
地
元
の
反
発
が
強
い
源
流
部
を
あ
き
ら

め
、
取
水
地
点
を
や
や
下
流
の
シ
ュ
ワ
ン
ベ
ツ
川
と
の
合
流
部
付

近
(
別
海
町
内
)
へ
と
移
す
案
を
打
ち
出
す
一
方
で
、
流
域
の
植

林
や
糞
尿
問
題
の
改
善
策
な
ど
ぞ
別
海
町
側
に
示
し
て
、
局
面
の

濃
い
。
開
発
、
て
痛
手
そ
こ
う
む
っ
て
き
た
だ
り
に
、
漁
協
側
が
挙

げ
る
反
対
理
由
に
は
、
こ
れ
以
上
の
汚
染
を
食
い
止
め
た
い
と
の

願
い
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

西
別
川
中
流
域
で
暮
ら
す
別
海
町
の
住
民
た
ち
は
一
月
中
旬
、

「
西
春
別
・
泉
川
の
水
資
源
を
考
え
る
会
」
(
山
内
昭
一
会
長
)
を

結
成
し
て
、
計
画
に
奨
識
を
唱
え
は
じ
め
た
。

こ
の
地
域
は
簡
易
水
道
の
出
が
惑
く
、
乳
牛
の
飼
育
頭
数
が
増

え
る
に
し
た
が
っ
て
営
農
用
水
の
確
保
に
も
困
っ
て
、
西
別
川
か

ら
の
取
水
量
を
増
や
し
て
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ

ん
な
な
か
、
隣
の
虹
別
地
区
の
人
た
ち
と
の
懇
談
会
を
き
っ
か
け

に
、
自
分
た
ち
の
場
水
計
画
が
釧
路
町
の
計
画
と
一
体
で
行
な
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

寸
水
量
や
環
境
面
か
ら
も
、
よ
そ
の
流
域
に
供
給
で
き
る
だ
け
の

余
力
は
な
い
」
(
山
内
会
長
)

と
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
住
民
世
論
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
そ
れ
ま
で
は
、

「
環
境

t
水
質
保
全
上
か
ら
取
水
に
は
基
本
的
に
反
対
だ
が
、
独

自
水
源
J

が
な
い
な
ど
釧
路
町
の
事
情
は
同
情
で
き
る
」

と
、
取
水
や
む
な
し
に
傾
い
て
い
た
佐
野
力
三
別
海
町
長
も
姿

勢
を
転
換
す
る
。
二
月
上
旬
の
町
議
会
で
、

「
現
状
で
は
、
流
域
住
民
の
賛
成
を
得
ら
れ
る
見
込
み
が
な
く
、

同
意
し
か
ね
る
」

と
、
実
質
的
な
反
対
表
明
を
行
な
い
、
住
民
の
声
を
尊
重
し
て

い
〈
方
針
を
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
る
。

打
開
を
図
ろ
う
と
し
た
。

漁
協
、
自
治
体
も
反
対
し
て
暗
磁
に

今
年
に
入
っ
て
、
計
幽
含
疑
問
視
す
る
流
域
住
民
の
声
が
加
速

し
て
い
っ
た
。

①
サ
ケ
・
マ
ス
を
育
む
母
な
る
凶
別
川
は
、
根
室
南
部
漁
業
者

に
と
っ
て
も
重
要
な
川
川
で
あ
り
、
こ
の
事
業
実
施
後
に
水
質
汚

染
が
危
供
さ
れ
、
偽
山
の
生
息
に
影
響
す
る
怨
れ
が
あ
る
。

②
地
球
規
模
で
環
境
保
全
が
叫
ば
れ
て
い
る
と
き
で
あ
り
、
全

道
漁
協
婦
人
部
が
「
魚
付
け
林
」
と
し
て
植
樹
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
。
凶
別
川
を
モ
デ
ル
と
し
て
「
魚
を
育
む
森
づ
く
り
事
業
」

な
ど
の
臼
然
環
境
復
元
の
た
め
の
手
立
て
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

③
新
酪
農
村
事
業
が
実
施
さ
れ
、
西
別
川
周
辺
も
環
境
が
変
わ

り
、
汚
染
さ
れ
た
。
い
ま
は
、
こ
れ
や
』
当
時
の
環
境
状
態
に
戻
す

こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
態
度
を
保
留
し
て
き
た
別
海
漁
協
(
波
辺
静
次
組
合

長
・
約
一

O
O戸
)
は
一
月
中
旬
、
理
事
会
、
て
「
反
対
」
の
意
向

を
凶
め
た
。
こ
れ
は
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
三
項
目
で
あ
る
。

同
漁
協
の
青
年
部
は
七
七
年
か
ら
、
西
別
川
流
域
一

O
カ
所
の

水
質
調
査
を
毎
月
つ
づ
け
て
お
り
、
汚
染
に
は
敏
感
に
反
応
し
て

き
た
。
七

0
年
代
前
半
ま
で
毎
年
一

O
万
匹
を
前
後
し
て
い
た
サ

ケ
の
捕
獲
数
が
、
そ
の
後
一

O
年
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
二

1
六
万

匹
と
低
迷
し
た
こ
と
を
み
て
も
、
こ
の
時
期
に
ピ

l
ク
を
迎
え
た

さ
ま
ざ
ま
な
農
業
開
発
事
業
仁
伴
う
河
川
の
汚
染
と
の
関
係
が
色

こ
う
し
た
一
連
の
動
き
に
よ
っ
て
、
事
業
推
進
に
大
き
な
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
り
、
西
別
川
流
域
に
は
「
取
水
賛
成
L

の
団
体
は
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
釧
路
開
建
の
担
当
者
は
わ
た
し
に
、

「
(
先
行
き
は
)
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
、
で
し
ょ
う
L

と
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
こ
と
を
認
め
た
し
、
佐
野
町
長
も
、

「
(
流
域
住
民
の
)
反
対
の
声
が
な
く
な
れ
ば
、
事
業
は

O
Kだ

ろ
う
が
、
い
ま
は
賛
成
で
き
る
環
境
に
な
い
。
事
実
上
、
取
水
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
」

反
対
の
包
囲
網
に
対
し
て
、
中
西
雄
一
釧
路
町
長
は
、

「
完
全
に
断
念
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
西
別
川
か
ら
の
取
水
を
視

野
に
含
め
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
」
(
三
月
上
旬
の
町
議
会

答
弁
で
)

と
の
見
解
を
示
し
た
が
、
町
内
で
は
総
合
体
育
館
建
設
工
事
の

指
名
業
者
選
定
を
め
寸
る
疑
惑
が
表
面
化
し
て
、
今
秋
の
町
長
選

を
に
ら
ん
だ
町
長
派
と
反
町
長
派
の
対
立
が
激
化
す
る
な
ど
、
と

て
も
町
を
挙
げ
て
取
水
事
業
を
推
進
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。
開

発
局
・
釧
路
町
と
も
当
面
は
、
着
工
を
強
行
で
き
る
よ
う
な
環
境

、
で
は
な
く
な
り
、
事
実
上
の
凍
結
状
態
が
つ
づ
く
。

陸
と
海
を
結
ぶ
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

こ
の
問
題
を
通
じ
て
、
河
川
環
境
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

き
た
。
思
わ
れ
山
開
発
行
政
の
置
き
土
産
で
あ
る
。

「
凶
別
川
ー
そ
の
現
状
と
未
来
」
を
テ
!
?
に
、
一
二
月
中
旬
、
別

海
町
内
で
聞
か
れ
た
初
め
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
主
催
・
パ
ラ
サ
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ン
の
会
)
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
る
。
ひ
と
つ
の
川
川
を
め

ぐ
る
こ
の
種
の
催
し
は
全
道
的
に
も
珍
し
く
、
川
門
別
川
に
対
す
る

住
民
た
ち
の
没
者
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

パ
ネ
ラ

l
の
一
番
手
は
、
い
ち
早
く
声
合
上
げ
た
駈
別
連
合
振

興
会
長
の
大
捕
さ
ん
だ
っ
た
。

一
山
別
岳
を
頃
点
に
す
る
丘
陵
地
帯
と
、
な
だ
ら
か
な
平
野
か
ら

な
る
約
一
・
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
虻
別
地
区
は
最
近
、
道
の
「
農

村
ホ
リ
デ
ー
事
業
」
の
指
定
を
受
け
た
。
都
市
住
民
と
の
交
流
を

凶
る
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
試
み
た
り
、
凶
別
川
を
小
心
に
し
た
剛
氏

村
公
凶
構
悠
を
練
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
。
シ
ン
ポ
の
参
加
者
に
配
ら
れ
た
「
虹
別
マ
ッ
プ
」
は
、
住
民

た
ち
が
二
年
が
か
り
で
編
集
し
た
力
作
だ
勺
た
し
、
そ
こ
に
は
地

域
へ
の
誇
り
が
に
じ
み
出
て
い
た
。
取
水
計
画
は
、
そ
う
し
た
動

き
に
も
逆
行
し
て
し
ま
う
。

「
自
然
を
破
壊
し
な
い
で
、
子
孫
へ
の
贈
り
物
に
し
た
い
ー
ー
と

い
う
の
が
農
村
公
闘
の
構
怨
で
あ
り
、
『
虻
別
マ
ッ
プ
』
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
た
清
流
が
、
永
久
的
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
す
る
大
浦
さ
ん
は
、
事
業
者
側
が
計
画
ぞ
変
更
す
る
ま

で
運
動
を
つ
づ
け
る
決
意
を
述
べ
た
。
地
元
の
小
学
校
、
て
は
、
サ

ケ
の
稚
魚
を
子
ど
も
た
ち
の
手
、
て
瞬
化
・
飼
育
し
て
放
流
し
た
り
、

川
の
清
掃
を
や
っ
て
い
る

t
か
。
川
に
寄
せ
る
思
い
は
熱
い
。

漁
業
の
立
場
か
ら
は
、
北
海
道
指
導
漁
連
の
古
川
東
海
雄
胤
室

支
所
長
ら
が
凶
別
川
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
根
室
管
内
に
は
一

と
指
摘
し
、
酪
農
の
大
型
化
に
よ
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

「
山
恨
ん
重
ム
口
一
地
に
は
小
さ
な
川
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
農
家
の
庭
先
か

ら
淑
流
が
始
ま
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
こ
が
開
発
の
対
象
と
さ
れ

て
い
る
。
河
川
の
汚
染
は
蹴
民
地
開
発
に
起
凶
す
る
の
で
は
な
い
か
。

農
家
自
身
も
規
模
拡
大
そ
追
わ
ず
に
、
土
地
に
合
っ
た
経
営
を
す

れ
ば
、
安
定
し
た
生
活
と
自
然
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
が
で
き
る

は
ず
だ
」

'』'』

酪
由
民
の
あ
り
方
に
言
及
し
た
。

川
へ
の
愛
着
と
一
次
産
業
の
あ
り
方

竹
中
飽
き
ん
(
北
大
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
)
は
、
五
年
近

く
に
わ
た
っ
て
西
別
川
の
水
質
調
査
を
つ
づ
け
て
い
る
。
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
た
報
告
か
ら
は
、
開
発
に
よ
っ
て
痛
め
つ
け
ら
れ
た
西

別
川
流
域
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

「
『
北
海
道
に
は
自
然
が
伐
っ
て
い
る
』
と
い
う
が
、
自
然
な
ん

で
ほ
と
ん
ど
な
い
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
営
巣
地
が
破
様
さ
れ
、
エ
占
ソ

モ
モ
ン
グ
や
ク
マ
ゲ
ラ
は
森
林
が
少
な
く
な
っ
て
姿
が
減
っ
た
。

西
別
川
上
流
で
サ
ケ
の
自
然
産
卵
は
数
十
年
に
一
度
し
か
見
ら
れ

r
、

Y
G
L
」

と
、
病
ん
で
い
る
実
情
を
指
摘
し
た
。
川
の
透
明
度
は
、
源
流

部
の
卿
化
場
付
近
で
は
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
が
、
上
流
域
で
は

数
メ
ー
ト
ル
、
中
流
以
降
に
な
る
と
水
底
が
見
え
な
い
状
況
だ
と

い
う
。
竹
中
さ
ん
は
、
水
性
昆
山
叫
が
た
く
さ
ん
生
息
す
る
パ
イ
カ

モ
が
山
中
流
以
降
、
て
姿
を
消
し
て
、
的
一
の
数
も
ぐ
っ
と
減
っ
て
い
る

五
カ
所
ほ
ど
の
サ
ケ
・
マ
ス
増
櫛
重
要
河
川
が
あ
り
、
八
つ
の
漁

協
の
多
く
が
そ
の
凶

20に
与
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
江
戸
時
代

に
幕
附
へ
送
る
「
献
上
サ
ケ
」
を
生
虚
し
た
峰
山
弘
を
も
っ
凶
別
川

は
、
現
住
で
も
道
内
最
大
級
の
嶋
殖
河
川
な
の
で
あ
る
。

「
全
道
で
三
千
万
似
の
サ
ケ
が
川
帰
す
る
が
、
そ
の
か
な
り
の
部

分
を
根
室
管
内
で
有
し
て
い
る
。
放
流
さ
れ
る
億
単
位
の
稚
魚
は
、

北
洋
の
海
ぞ
ず
っ
と
同
り
、
三

l
瓦
年
を
か
け
て
一
反
一
っ
て
く
る
。

そ
の
一
番
の
根
幹
に
な
る
の
は
、
母
川
が
自
然
の
環
境
に
な
る
こ

と
。
科
学
が
進
ん
で
毛
利
さ
ん
が
宇
宙
に
行
く
時
代
仁
な
っ
て
も
、

わ
ず
か
な
伏
流
水
か
ら
生
ま
れ
る
川
が
汚
染
さ
れ
る
と
、
サ
ケ
は

ひ
と
た
ま
り
も
な
い
」
(
古
川
支
所
長
)

と
、
川
と
の
つ
な
が
り
の
深
さ
、
水
の
恵
み
の
大
切
さ
を
説
い

た
。
そ
し
て
、
二

O
年
前
に
新
酪
農
村
建
設
に
伴
っ
て
道
知
事
と

漁
業
者
代
表
が
交
わ
し
た
「
覚
書
」
に
も
と
づ
き
、
現
在
も
な
お

河
川
関
連
の
工
事
を
行
な
う

t
き
仁
は
、
事
業
殺
と
漁
業
団
体
と

が
い
や
前
協
議
を
行
な
っ
て
い
る
経
緯
を
制
介
し
た
(
こ
の
「
覚
書
」

は
画
期
的
な
も
の
で
、
柳
川
山
武
必
着
『
本
を
植
え
て
魚
を
殖
や
す
』

(
中
永
の
光
協
会
)
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
)
。

パ
ラ
サ
ン
の
会
事
務
局
長
で
獣
医
の
附
弁
飽
き
ん
は
、
環
境
保

全
の
視
点
か
ら
酪
農
の
あ
り
方
を
考
え
つ
づ
け
て
き
た
。

「
取
水
計
画
は
、
凶
別
川
を
壊
す
こ
と
と
、
新
規
に
農
地
造
成
を

す
る
た
め
に
釧
路
湿
原
を
壊
す
こ
と
を
同
時
に
や
っ
て
い
る
。
農

業
子
算
で
や
っ
て
い
る
が
、
農
業
者
は
食
レ
物
に
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
か
」

実
態
を
示
し
て
見
せ
た
。

「
流
域
の
九
割
は
牧
草
地
で
あ
り
、
土
砂
な
ど
が
直
接
川
に
流
れ

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
支
流
レ
ベ
ル
で
守
ら
な
い
と
凶
別

川
は
救
え
な
い
。
酪
農
の
構
造
か
ら
考
え
直
し
て
、
川
か
ら
恩
恵

を
受
け
る
人
た
ち
が
知
恵
と
金
と
労
力
を
出
し
合
い
、
解
決
し
て

い
く
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
少
な
く
て
も
、
川
底
の
は
っ
き
り
見

え
る
透
明
度
三
メ
ー
ト
ル
を
め
ざ
し
た
い
」

と
、
具
体
的
な

H
棋
を
ポ
し
て
報
告
を
締
め
く
く
っ
た
。

会
場
の
発
言
に
は
、
川
に
対
す
る
愛
着
と
、
酪
燥
の
あ
り
方
を

見
つ
め
直
そ
う
と
す
る
思
い
が
に
じ
み
出
て
い
た
。

ァ
+
』
ど
も
た
ち
が
西
別
川
で
遊
べ
る
環
境
合
残
し
、
一
次
産
業
を

生
か
し
な
が
ら
生
活
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

1

1
み
ん
な

で
考
え
て
は
ど
う
か
」

と
口
火
念
切
っ
た
の

U
標
津
町
の
自
治
体
職
員
だ
っ
た
。

「
規
模
拡
大
で
儲
農
家
は
一
人
年
間
三
千
時
間
を
越
え
て
働
い
て

も
所
得
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
桜
釧
で
は
ア
メ
リ
カ
の
飼
料
穀
物

を
大
量
に
与
え
る
沓
・
必
加
工
業
の
よ
う
な
形
態
が
進
ん
で
い
る
。

そ
う
し
な
い

t
補
助
事
業
が
下
り
て
こ
な
い
農
業
振
興
の
あ
り
方

が
問
題
だ
。
石
油
エ
、
不
ル
ギ
ー
を
浪
費
す
る
終
末
型
農
業
じ
ゃ
な

く
、
も
っ
と
草
地
に
依
存
し
て
地
域
で
循
環
で
き
る
酪
農
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
行
政
・
農
協
を
合
め
て
、
そ
う
い
う
農
業
を
追
求

し
な
い
と
耐
刷
川
な

E
の
汚
れ
は
な
く
な
ら
な
い
」

こ
う
反
省
の
弁
と
提
言
を
述
べ
た
、
農
協
役
員
を
や
っ
て
い
る

別
海
町
の
的
農
民
。
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「
f
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
、
虻
別
の
と
こ
ろ
で
サ
ケ
の
稚
魚
を
一

緒
に
凡
て
き
た
。
去
年
、
久
し
ぶ
り
で
行
っ
て
み
て
、
川
が
死
ん

じ
ゃ
っ
た
と
悲
し
い
気
持
ち
が
し
た
。
緑
は
あ
る
け
ど
、
そ
れ
は

人
間
が
つ
く
っ
た
牧
草
地
の
縁
。
川
を
大
事
に
し
て
、
せ
め
て
一

O
年
、
一
五
年
前
の
姿
に
戻
せ
た
ら
な
あ
、
と
忠
う
」

と
、
多
く
の
人
に
取
水
計
画
の
問
題
点
宕
伝
え
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
女
性
。

「
制
父
は
畜
・
経
兼
業
の
漁
業
省
て
、
暑
い
さ
な
か
に
(
河

υか
ら

十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
の
)
瞬
化
場
あ
た
り
へ
草
刈
り
に
行
っ

て
も
、
凶
別
川
の
水
を
飲
ん
で
い
た
と
い
う
。
い
ま
の
川
の
姿
そ

見
て
、
本
当
に
嘆
か
わ
し
い
」

四
四
歳
の
漁
民
が
幼
い
こ
ろ
を
述
懐
し
た
。
主
引
い
酪
農
民
は
、

規
模
拡
大
型
で
な
い
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
山
肢
が
地
械
を
救
う
道
だ
と
訴

え
た
。「
農
家
自
身
が
交
流
会
を
開
い
て
学
ぶ
そ
の
な
か
で
、
牛
を
減
ら

し
て
環
境
に
生
か
さ
れ
た
経
営
と
生
活
に
変
え
て
行
く
べ
き
だ
、

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
地
を
千
孫
に

ま
で
引
き
継
い
で
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

四
別
川
の
近
く
で
長
年
齢
農
を
常
ん
で
き
た
人
が
、
体
験
談
を

披
露
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

「
土
日
は
三
倍
く
ら
い
の
水
量
が
あ
り
、
橋
の
上
か
ら
飛
び
込
ん
で

も
頭
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
昭
和
八
(
一
九
三

一
二
)
年
の
三
陸
津
波
の
と
き
は
地
・
夜
で
井
戸
が
埋
ま
り
、
バ
ケ
ツ

を
担
い
で
川
か
ら
水
を
汲
ん
だ
が
、
い
ま
で
は
あ
の
水
を
飲
む
気

. 

着
工
)
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
額
の
予
算
を
投
じ
た
由
民
政
主

導
型
の
大
型
酪
由
民
郷
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
た
。
地
域
の
脇
陣
肢
も

ま
た
、
そ
の
流
れ
に
沿
っ
て
牛
乳
の
増
産
に
追
わ
れ
、
「
ゴ
ー
ル
な

き
拡
大
」
と
い
う
一
言
葉
が
生
ま
れ
た
。

四

O
年
に
お
よ
び
寸
酪
農
の
急
速
な
発
達
」
に
よ
っ
て
、
釧
路
・

根
室
支
庁
管
内
の
乳
牛
飼
育
頭
数
は
一
戸
平
均
で
八
四
一
政
(
九
三

年
度
)
、
農
家
一
戸
の
平
均
草
地
面
積
は
約
五
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
同
)

と
、
園
内
最
大
の
規
模
に
達
し
て
い
る
。
近
年
の
牛
肉
輸
入
自
由

化
に
象
徴
さ
れ
る
国
際
競
争
の
激
化
に
、
規
模
拡
大
を
凶
っ
て
対

処
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
、
数
字
の
伸
び
に
拍
車
を
か
け
た
。
円

高
に
よ
っ
て
輸
入
穀
物
飼
料
が
入
手
で
き
た
こ
と
も
、
安
易
な
拡

大
を
も
た
ら
し
た
。
が
、
多
く
の
酪
農
家
が
抱
え
た
も
の
は
多
傾

の
負
債
や
労
働
過
重
、
糞
隊
問
題
の
発
生
な
ど
で
あ
り
、
な
か
な

か
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
手
に
で
き
な
い
で
い
る
。

こ
の
地
域
の
自
然
環
境
の
感
化
の
原
凶
を
た
ど
る
と
、
森
林
伐

採
に
よ
る
後
背
地
の
喪
失
と
何
川
の
水
位
の
低
下
、
草
地
開
発
が

も
た
ら
じ
た
河
畔
林
の
減
少
や
土
砂
の
流
入
、
飲
料
・
営
農
用
水

の
取
水
、
酪
曲
肢
の
大
規
模
化
、
て
農
地
に
還
元
し
き
れ
ず
に
か
廃
棄

物
。
扱
い
さ
れ
る
糞
尿
:
:
:
t
、
規
模
拡
大
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な

歪
み
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
き
た
。

そ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
失
わ
れ
た
自
然
を
取
り
戻
そ
う
と

す
る
試
み
が
い
ま
、
根
釧
地
心
々
の
随
所
に
芽
生
え
て
い
る
。

適
正
規
模
の
酪
農
合
追
求
す
る
動
き
も
そ
の
ひ
と
つ
。
外
国
産

の
輸
入
制
料
に
依
作
せ
ず
に
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
頭
の
飼
育
を
基

に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
(
減
っ
た
河
畔
林
の
代
わ
り
仁
)
木
を
植
え
る

話
が
あ
る
が
.
も
っ
と
も
っ
と
川
や
本
を
大
事
に
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
て
、
回
世
え
る
よ
り
伐
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
い
い
」

初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
流
域
守
結
ぶ
連
絡
会
を
結
成
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
住
民
た
ち
は
取
水
計
画
の
動
き
を
監
視
す
る
か
た

わ
ら
、
西
別
川
の
白
然
を
取
り
戻
す
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
・
市
民
運
動
の
な
か
で
、
陸
と
海
を
つ
な
ぎ
、

ひ
と
つ
の
流
域
の
人
た
ち
が
手
を
携
え
る
取
組
み
は
珍
し
い
し
、

わ
た
し
に
は
と
て
も
貴
重
な
試
み
に
映
る
。

シ
ン
ポ
の
あ
と
、
標
茶
町
内
に
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
保
護
す
る

住
民
グ
ル
ー
プ
「
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
」
も
発
足
し
た
。
源
流

部
の
生
息
数
は
推
定
で
六
羽
。
巣
箱
や
給
じ
場
の
設
置
な
ど
の
活

動
を
行
な
う
と
か
。
住
民
の
輸
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
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自
然
環
境
に
生
か
さ
れ
た
農
漁
業
の
道

取
水
計
画
に
象
徴
さ
れ
る
畑
山
釧
台
地
の
環
境
問
題
は
、
酪
由
民
の

規
模
拡
大
と
山
首
綾
な
つ
な
が
り
が
あ
る
。

一
九
五
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
酪
農
振
興
法
」
は
、
「
酪
由
民
の
急

速
な
普
及
発
達
お
よ
び
農
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
」
を
そ
の
目

的
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
規
模
拡
大
を
強
〈
促
す
も
の
だ
っ
た
。
こ

の
地
方
は
、
同
法
の
寸
集
約
酪
農
地
域
」
の
指
定
守
受
け
て
以
来
、

世
界
銀
行
の
融
資
仁
よ
る
初
の
機
械
開
墾
を
行
な
っ
た
恨
釧
パ
イ

ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
事
業
(
五
六
年
入
植
開
始
)
、
道
の
第
三
期
総
合

開
発
計
画
の
目
玉
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
新
防
農
村
山
事
業
(
七
三
年

本
に
し
て
、
土
・
牛
・
人
が
と
も
に
健
康
で
、
永
続
性
の
あ
る
農

業
金
営
む
こ
と
を
目
標
に
、
「
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
交
流
会
L

が
五
会

場
で
聞
か
れ
て
お
り
、
勝
農
民
た
ち
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

糞
尿
を
投
棄
し
て
し
ま
う
酪
農
で
は
な
く
、
環
境
に
配
慮
し
た
循

環
型
の
農
業
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

別
海
・
野
付
両
漁
協
の
婦
人
部
の
人
た
ち
は
、
八
八
年
か
ら
西

別
川
や
床
升
川
の
近
〈
で
「
お
魚
を
殖
や
す
植
樹
運
動
」
を
つ
づ

け
て
お
り
、
息
の
長
い
取
組
み
を
つ
づ
け
て
い
る
。

同
別
川
の
両
側
瓦

0
メ
ー
ト
ル
一
帽
に
何
時
林
を
再
生
さ
せ
よ
う

ー
ー
と
別
海
町
は
本
年
度
か
ら
「
魚
を
育
む
森
事
業
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
ま
ず
町
有
地
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
始
め
る
が
、
将

米
は
民
有
地
も
買
い
上
げ
て
、
広
葉
樹
を
悩
え
て
い
く
。

「
流
域
の
四

O
%で
植
林
が
必
姿
て
気
の
速
く
な
る
話
だ
が
、
や

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

O
年
単
位
、
て
実
胞
し
て
、
両
積
を

増
や
し
た
い
」
と
、
佐
野
町
長
が
力
を
込
め
る
。

取
水
計
画
の
願
・
米
は
、
根
釧
ム
口
地
に
暮
ら
す
人
び
と
が
自
然
環

境
を
見
つ
め
な
お
す
好
機
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
自
然
は
簡
単
に
は

元
へ
戻
ら
な
い
し
、
水
膨
れ
し
た
酪
農
経
営
ぞ
適
正
規
模
に
す
る

の
は
勇
気
の
い
る
、
時
聞
が
か
か
る
作
業
だ
が
、
さ
ま
、
ざ
ま
な
立

場
で
開
発
の
し
す
ぎ
を
反
省
し
、
一
次
産
業
と
自
然
が
折
り
合
っ

て
生
き
る
道
を
真
剣
に
模
栄
す
る
営
み
が
つ
づ
く
。
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